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嶺北消防組合 あわら消防団・坂井消防団

消防団員募集中
女性・若者・学生 大歓迎

〒919-0413 福井県坂井市春江町随応寺第17号10番地
TEL（0776）51-8436　FAX（0776）51-5209
E-mail : shobou@reihoku-fd.jp

【事務局】嶺北消防組合消防本部　消防課

　普通救命講習は応急手当のうち、特に生命
を救うために最低限必要となるＡＥＤの使用
方法を含めた成人に対する心肺蘇生法と、止
血法を学んでいただく講習です。

2025年度 全国統一防火標語

「急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし」

普通救命講習開催案内普通救命講習開催案内

嶺北消防組合総合訓練嶺北消防組合総合訓練
令和７年８月３日（日） 午前７時～日　時

場　所

参加者

TEL：嶺北署（春江･坂井）51-0911　あわら署 … 73-0119
　　  丸岡署　 　  　… 66-0119　三 国 署 … 82-6119

★詳しくは事務局、または最寄りの消防署まで★

消防署の都合により開催日が
変更になる場合があります。
各消防署で確認願います

坂井市春江町西太郎丸　ハートピア春江周辺一帯

消防団・消防職員総勢900名

是非！実践さながらの訓練を見に来てください！

※メール又はハガキにクイズの答え・住所・氏名と当誌や消防に対するご意見・ご感想を書き添えてお送りください。
　正解者の中から抽選で10名様に粗品を進呈いたします。なお、個別による返答などは致しかねますのでご了承ください。
（応募によって得た情報は発送以外に使用いたしません。）

宛　先／〒919-0413 福井県坂井市春江町随応寺17-10
　　　　嶺北消防組合消防本部 予防課まで

E-mail／yobou@reihoku-fd.jp 
　　　　（件名に「第93号防災クイズ答え」と記入してください。）

〆　切／令和7年8月22日（金）当日消印有効
発　表／賞品の発送をもって発表とさせていただきます。

大規模地震が発生した際の電気火災発生防止
対策として、効果的な装置はどれでしょう？
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第92号 防災クイズの答え
　毎年1月26日は「文化財防火デー」ですが、
その契機となった火災はなんでしょうか？

① 法隆寺金堂火災

第93号
Q

Q

A

消火器 感震ブレーカー 住宅用火災警報器2 3

10

嶺  北  消  防  署
☎５１－０９１１

嶺 北 丸 岡 消 防 署
☎６６－０１１９

嶺北あわら消防署
☎７３－０１１９

嶺北三国消防署
☎８２－６１１９

日　　時 開催場所（連絡先）

令和7年10月26日（日） 9：00～12：00
令和8年  2月22日（日） 9：00～12：00

令和7年  7月27日（日） 9：00～12：00
令和7年11月23日（日） 9：00～12：00
令和8年  3月22日（日） 9：00～12：00
令和7年  8月24日（日） 9：00～12：00
令和7年12月21日（日） 9：00～12：00
令和7年  9月28日（日） 9：00～12：00
令和8年  1月25日（日） 9：00～12：00

訓 練 内 容
坂井平野を震源とする地震が発生！地震及び大雨の影響で建
物倒壊！高所救出訓練や特殊災害訓練・防災ヘリ連携訓練、
密集街区火災等を想定した訓練を実施します。

編集発行／嶺北防火協会
坂井市春江町随応寺第17号10番地（嶺北消防本部予防課内）
ＴEL（0776）51-8435　FAX（0776）51-5209
E-mail：yobou@reihoku-fd.jp

火事・救急・救助は ☎１１９番
火災などの災害情報（テレフォンサービス） ☎５１－２０００
救急病院やその他の照会　　　　　　　 　 ☎５１－０１１９

友だち
募集中

嶺北消防組合公式
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令和7年度総会・第1回役員会

新会員募集

危険物安全週間（6月8日～6月14日）

防火管理資格付与講習会

防火協会だより発行（第93号）

役員視察研修

防火作文・防火標語募集

第2回役員会

甲種防火管理再講習会

自衛消防操法大会　競技要領指導

第37回自衛消防操法大会

第1回正副会長会議
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防火管理資格付与講習会

幼年消防クラブ防火訪問

秋季火災予防運動（11月9日～11月15日）

嶺北防火協会講習会

（防火作文・防火標語優秀作品表彰式）

防火カレンダー作成・発行

防火協会だより発行（第94号）

福井県防火団体連絡協議会定例会

第２回正副会長会議

第３回役員会

春季火災予防運動（3月20日～3月26日）

5月

6月

9月

4月 10月

正副会長名列
会　長　前 田　健 二　㈱芦原国際ホテル美松
副会長　佐々木 大 輔　福井山田化学工業㈱
　〃　　桒 野　達 夫　㈱三和商会
　〃　　東　　 悦 郎　前田工繊㈱
　〃　　中 村　宗 玄　（社福）和愛福祉会わっかこども園

　令和7年4月23日、 坂井市春江町「ハートピア春江」
において、嶺北防火協会総会が開催され、役員及び代議
員の表決により、4件の議案が可決されました。

嶺北防火協会総会が開催されました

　嶺北防火協会長の前田でございます。
　日ごろから、当協会の運営に対しまして、格別のご理解、ご高配を賜り、心から厚く
お礼申し上げます。
　さて昨年は、あわら市、坂井市において、22件の火災が発生し、そのうち、事業所
での火災は8件でした。事業所における火災は、前年と比較すると2件増加しており、
ケガを負った火災も発生しています。改めて、どの事業所におかれましても火災発生の
危険性は潜んでいるものだと認識していただき、火災予防に努めていただきたいと感じ
るところでございます。
　当協会としましても微力ながら、引き続き消防機関と連携をとりながら、「安全で安
心なまちづくり」のため、火災予防などの啓発活動に積極的に取り組んでまいりたいと
考えておりますので、今後とも、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
　結びになりますが、会員事業所の益々のご発展と、本日ご出席の皆様方のご健勝とご
活躍をご祈念申し上げ、簡単ではございますが、ご挨拶とさせていただきます。

会長あいさつ

7月

8月

10月

11月

12月

2月

令和8年

3月

福井県危険物安全協会連合会表彰式

消防協力者に対する感謝状贈呈式が行われました

優良事業表彰を受賞

　令和7年6月11日、嶺北消防署において首藤花乃音さん、首藤裕子さ
ん、楊金宇凡さんの3名に対する感謝状贈呈式が行われました。
　内容は、令和7年5月4日20時頃、ハピラインふくい春江駅において
建物火災が発生した際、駅を利用するため偶然居合わせた3名の方が、
それぞれ迅速な119番通報と的確な初期消火活動を行い、火災による
被害を最小限に食い止め、その後の消防活動に大きく貢献されました。

　一般市民による勇気ある功労をたたえ感謝状が贈呈されました。

　令和7年6月12日、嶺北三国消防署において、福井山田化学工業株式
会社に対する感謝状贈呈式が行われました。
　内容は、令和7年5月1日14時頃、福井山田化学工業株式会社南側道
路上において車両火災が発生。火災の発生に気付いた福井山田化学工業
株式会社の従業員6名（濵中紀宏さん、長谷川重春さん、新道重則さん、
星野開信さん、伊藤秀昭さん、岸本英幸さん）が協力し、事業所に設置
されている消火器で初期消火活動を行いました。日頃から、事故防止や
災害防止などの保安業務に積極的に取り組まれている事業所であるから
こその迅速かつ的確な活動で被害を最小限に抑えました。
　今回の功労をたたえ、福井山田化学工業株式会社を代表し、佐々木
大輔社長に感謝状が贈呈されました。

　令和7年3月28日、福井県自治会館において福井県危険物
安全協会連合会表彰式が開催され、嶺北防火協会から「クラ
レファスニング株式会社　丸岡工場」と「株式会社ＵＡＣＪ
板事業本部　福井製造所」が、危険物施設の管理等が優良で
あり、5年以上危険物に起因した事故がなく、かつ、危険物
の自主保安管理等について積極的で他の模範と認められる事
業所として、福井県危険物安全協会連合会会長から優良事業
所表彰を授与されました。
　今回、優良事業所表彰を授与された二つの事業所について
は、危険物安全週間中における防火のぼり旗の設置や車両マ
グネットシートを活用した火災予防広報を実施し、危険物保
安への意識高揚を図るとともに、自衛消防操法大会に参加し、
消火技術の向上に努めるなど従業員の保安教育にも積極的に
取り組んでいることが高く評価されました。
　受賞おめでとうございます。

クラレファスニング株式会社
丸岡工場さん

株式会社ＵＡＣＪ板事業本部
福井製造所さん

感謝状

感謝状
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事 業 所 紹 介

　防火を含め事故や災害防止のため、安全意識向上
に取り組んでいます。
　最近の取り組みではTH！NKカードというものを
使用しています。その日の火気作業や高リスク作業
を選んで各チームで対策を書き出し、指差呼称する
というものです。KYの一つですが、無事故・無災害
を達成するために役立っています。

　弊社は坂井市三国町にて物流事業を中心に港湾荷
役、設備工事、構内請負などでテクノポート福井に進
出している企業様や地域のインフラを支える業務を
行っております。
　弊社の行う火災予防の取り組みについては、石油類
を取り扱う業務や工場内作業もあることから定期的
に行っている消火訓練の他、消火器の取扱い方法の講
習を行っております。
　今後も消火器の有効期限と圧力の確認や訓練、講習
を定期的に行い、万が一火災が発生した際にも冷静に
初期消火活動が行えるように取り組んで行きます。

　嶺北防火協会の会員事業所を紹介します。
　今回の事業所紹介は【ダウ・東レ株式会社福井工場】
さんと【株式会社三国】さんです。
　事業所の概要や、火災予防について心掛けているこ
とをお尋ねしました。

ダウ・東レ株式会社福井工場 あわら市矢地　従業員数：１９６名

株式会社 三国 坂井市三国町 従業員数：220名

TOPIX
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　3月13日、株式会社ＵＡＣＪ 板事業本部 福井製造所におい

て、春の火災予防運動に伴う防火対象物火災防ぎょ訓練を実施

しました。今回の訓練では大規模工場からの火災発生を想定し、

消防機関の行う消防活動の他、事業所による119番通報や避

難誘導など、消防計画に基づく訓練が行われました。また、事

業所が新たに導入した消防ポンプ自動車を使用しての消火訓練

では、水利部署からホース延長、さらには実放水まで、事業所

の自衛消防隊による迅速かつ的確な消防訓練が行われました。

春の火災予防運動に伴う訓練

　4月5日、霞ヶ城公園の桜が見頃を迎える時期に

開催された「丸岡城桜まつり」において、越前三

国鳶隊がはしご乗りの演技を披露しました。

　澄み渡る青空の元、坂井消防団の団員によって

構成された鳶隊による勇壮な演技は、見る者を魅

了し、防火意識の向上を図りました。

丸岡城桜まつり三国鳶隊出演

　4月19日、ＪＲ芦原温泉駅前の賑わい施設アフレアにおいて「コ

ドモおしごとパーク」が開催され、来場した子供たちは、「消防士

の仕事」を体験しました。子供たちは、担当した消防士からの話に

真剣に耳を傾け、子供用防火衣の着装や消防自動車の乗車体験など、

ワクワク・ドキドキしながら「消防士の仕事」について、理解を深

めていました。

　子供たちへの広報活動や地域活性化への協力に加え、「コドモお

しごとパーク」に来場した多くの方に対して、住宅用消火器の設置

促進や正しい使い方など、イベントを通して火災予防に関する広報

活動を行いました。

コドモおしごとパークでの広報活動

[所 在 地]　〒919-0413
　　　　　  福井県坂井市春江町随応寺20
[電話番号]　0776-51-0264
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SFマーク付きおもちゃ花火を使用しましょう！

　おもちゃ花火は家庭で楽しめる手軽な娯楽ですが、誤った使用方
法によって火災の危険を伴うことがあります。
　火災や火傷などの事故が起こらないように十分注意し、夏の楽し
い思い出にしましょう。

　これから夏の行楽シーズンに向けて、バー
ベキューをする機会も増えると思います。し
かし、楽しいバーベキューにも火を使用する
ことから、様々な危険が潜んでおり、全国的
には火災や負傷事案が発生しています。
　そこで、バーベキューをする際は次の注意
点について、十分に気を付けて行ってくださ
い。

　（公社）日本煙火協会の検査所では、火薬類取締法に適合してい
るか否かを見る「基準検査」、また、花火の構造、燃焼現象、使用
方法に係わる表示を確認し、実際に着火して危険の有無を調べる
「安全検査」を実施しています。これらの検査に合格したおもちゃ
花火には、SFマークが付されています。

花火を安全に遊ぶポイント

１　気象条件を考え、風の強いときは花火をしない

２　燃えやすいものがなく、広くて安全な場所を選ぶ

３　子供だけでなく大人と一緒に遊ぶ

４　説明書をよく読み、注意事項を必ず守る

５　水バケツを用意し、遊び終わった花火は必ず水につける

①使用した炭は完全に消火すること
　・炭等に水をかけただけでは、内部にまで水が浸透しないことが

　　あり、わずかに残った火種から再燃する可能性があります。

　・炭を消火するときは、金属製のバケツなどを準備し、水に浸け

　　ておくか、火消し用の容器（蓋のある金属製の容器や火消し壺

　　など）に入れ、空気を遮断し完全に消火してください。

　・消火をしたつもりが、数時間後に出火し、火災になった例もあ

　　るため、確実に火が消えていることを確認しましょう。

②バーベキュー時では炭以外に次の事にも注意…
　・すぐに消火できるよう水バケツや湿らせた布を用意する。

　・一度火をつけたら、着火剤の継ぎ足しは、絶対行わない。

　・消毒用アルコールを着火剤として絶対に使用しない。

　・消毒用アルコールは火の近くで使用しない。

　・消毒用アルコールを自身に使用した直後に火に近づかない。

　・ガストーチを使用する際は、ガスボンベとの接続を確実に行う。

　・ガストーチは、使用する角度が決まっているため、製品ごとに

　　決められた角度を守って使用する。

ＢＢＱ時の火災に注意

花火の安全な楽しみ方と火災予防花火の安全な楽しみ方と火災予防 感震ブレーカーを設置しましょう！
大規模地震による火災の過半数は電気が原因
　大規模地震時には、住民等が避難を要することにより、火災の発見、

通報、初期段階での消火が遅れ、また、災害が同時多発的に発生する

ことにより、消防力が不足し、さらには水道管の破断等により消防水

利が確保できないなど、消火活動が困難な状況となることが考えられ

ます。特に木造密集市街地等では大規模な火災につながるおそれがあ

ります。

　平成７年に発生した阪神淡路大震災では、139件の地震火災のうち、

電気火災が85件（約6割）、平成23年に発生した東日本大震災では、

108件の地震火災のうち、電気火災が58件（約5割強）発生しています。

電気火災はどうして発生のするの？
　地震が引き起こす電気火災には、地震の揺れに伴う電気機器からの出火や、長い停電が復旧した時に

発生する通電火災などがあります。このような電気火災が発生した場合、住民が避難所などへ避難して

おり、火災の発生に気が付かず初期消火が行えないため、大規模な火災へと発展するおそれがあります。

　大規模地震時の電気火災には、次のようなものが考えられます。

●地震により損傷した配線が再通電することで、発熱発火する。

●家具が転倒し、その下敷きで断線したコードがショートして出火する。

●地震の揺れでヒーターや照明器具が転倒して出火する。

●電気ストーブに落下したカーテンや洗濯物から出火する。

電気火災を防ぐ方法は？
　地震時の電気火災を防ぐためには、避難時にブレーカーを落とすなど電気を遮断することが有効です

が、大規模地震における避難の際は緊迫した状況であり、自宅のブレーカーを自ら落とすという行動は

非常に困難です。また、外出時に地震が発生した際などは、電気を遮断することはできません。 

　そこで、非常に効果的な装置として「感震ブレーカー」が

あげられます。感震ブレーカーとは、大規模地震が発生した

際に、一定値以上の揺れを感知すると、ブレーカーやコンセ

ント等の電気を自動的に遮断する装置であり、転倒した電気

ストーブや断線したコードへの電力供給を自動的に停止させる

ため、地震時の電気火災対策として非常に効果的です。

　感震ブレーカーには、右のようなものがあげられます。

感震ブレーカーを設置するときの注意点
　分電盤タイプなどのように、地震が発生した際に、家庭内の全ての電気を遮断するものは、

医療機器などに影響を及ぼすことが考えられますので、設置の際は注意してください。

　また、夜間に地震が発生した場合に、照明が消えることで、屋外への迅速かつ安全な避難

の妨げになることが予想されますので、非常灯や懐中電灯を準備しましょう。

電気関係

61%
その他

39% 電気関係

54%
その他

46%

阪神淡路大震災における
火災の発生原因

東日本大地震大震災における
火災の発生原因

▲分電盤タイプ

▲簡易タイプ

▲コンセントタイプ

▼ガストーチ
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リチウムイオン蓄電池からの火災にご注意

特定電気用品以外の
電気用品の表示

「リチウムイオン蓄電池」とは？
　リチウムイオン蓄電池は、繰り返し充電、放電できる電池のことで、二次電池の一つです。

この電池は、主に小型で大量の電力を必要とする製品（スマートフォン、コードレス掃除機、

ノートパソコンなど）に使用され、他の二次電池と比べて高容量、高出力、軽量という特徴

があります。

「リチウムイオン蓄電池」火災のメカニズムとは？
　リチウムイオン蓄電池は、電解液として可燃性の有機溶剤を使用しているため、衝撃など

により内部の正極板と負極板が短絡し、急激に加熱後、揮発した有機溶剤に着火して出火に

至ります。

「リチウムイオン蓄電池」火災を防ぐためのポイントは！
・取扱説明書どおりに使用し、圧力や衝撃を与えない。

・充電器やバッテリーは、付属品やメーカー指定のものを使用する。

・高温や水に触れる場所を避けて、適切に保管する。膨張、異音、異臭などの異常がある

　場合は使用しない。

・ＰＳＥマーク（安全基準の検査に合格した電気製品に表示されるマーク）が付いていて、

　製造・販売元が明示されている製品を使用する。

・一般ごみに混ぜるとごみ収集車やごみ処理場の火災につながるため、絶対に他のごみに

　混ぜない。処分する際は、メーカーや販売店の製品回収サービスを利用するか、JBRC

　協力店に置いてある「リサイクルBOX」、もしくは「使用済小型家電回収BOX」に入れる。

　※JBRC協力店については、「一般社団法人JBRC『協力店・協力自治体』」を

　全国消防協会主催の令和6年度「消防機器の改良及び開発

並びに消防に関する論文」において、当組合の「救急現場で

の問診用ピクトグラムの開発について」が消防機器の部で会

長賞に入選し「秀賞」を受賞しました。

リサイクルBOX

使用済小型家電回収BOX
（右側　黄緑色のBOX）

消防機器の改良に係る会長賞(秀賞)を受賞
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若干名
平成8年4月2日から平成20年4月1日までに
生まれた人で、高等学校卒業程度またはこれ
と同等以上の学力がある人

令和7年7月22日（火）～令和7年8月22日（金）
嶺北消防本部総務課 宛

★第１次試験
   SPI3（基礎能力検査・性格検査）・作文試験・体力検査
　令和7年9月21日（日）
★第２次試験 (口述試験)
　令和7年10月中旬予定

採用予定 採用予定日

受験資格

受付期間

採用試験
（Ｂ日程） 

消 防 士 募 集

嶺 北 消 防
※詳しくは、上記嶺北消防ホームページをご覧になるか、
　嶺北消防本部総務課にお問い合わせください。

　　　　　　 総務課直通　0776-51-8433

防火に関する作文と標語を募集

あわら市、坂井市内の事業所に勤務している
方、在学または在住している方。

防火作文／１人１点（400字詰め原稿用紙３枚程度）
防火標語／１人２点まで（五、七、五の定型）
（テーマは「防火」に限定します）

令和7年９月４日（木）必着

嶺北消防本部または最寄りの消防署に郵送
（ハガキ、封書）またはメールもしくはご持
参ください。

〒919-0413 坂井市春江町随応寺17-10
嶺北消防本部（嶺北防火協会事務局）宛
E-mail：yobou@reihoku-fd.jp 
または最寄りの消防署

優秀作品は、当協会の広報誌や防火カレン
ダーに掲載するとともに、表彰状並びに記
念品を贈呈します。

応募資格

応募点数

応募締切

提出方法

表 彰 等

提 出 先

令和８年４月１日

防火に関する
作文・標語 大募集
防火に関する
作文・標語 大募集

火の用心についての習慣や体験を通して
あなたが伝えたいこと、考えたことなど

〒913-8588 福井県坂井市三国町黒目21-1番
TEL（0776）82-5840 FAX（0776）81-6022

株式会社UACJ 福井製造所

世界トップクラスのアルミニウム総合メーカー

Social welfare

 service corporation

Waai welfare

socierity

　☎

検索

本作品は、実際の救急現場での経験を基に、自分の痛
みや部位を救急隊に容易に伝えられるようにコミュ
ニケーションツールとして考案したものです。


